
監査報告第 6 号 

平成 23 年 3月 9日 

 

財 政 援 助 団 体 等 監 査 結 果 報 告 

〔社 団 法 人  神 戸 港 振 興 協 会〕 

 

                       神戸市監査委員    櫻  井  誠  一 

                       同          佐  伯  育  三 

                       同          崎  元  祐  治 

                       同          松  本     修 

 

  地方自治法第 199 条第 7項の規定に基づき実施した平成 22年度財政援助団体等監査について，同

条第 9項の規定によりその結果に関する報告を次のとおり決定した。 

 

１ 監 査 の 対 象        

 

  社団法人神戸港振興協会（以下「協会」という。）における神戸市（以下「本市」という。）から

の財政援助及び公の施設の管理委託に係る出納その他の事務で，主として平成 21年度執行の事務に

ついて監査を行った。 

 

２ 監 査 の 期 間        

 

  平成 22 年 8月 25 日～平成 23年 3月 9日 

 

３ 監 査 の 方 法        

 

  監査は，出納その他の事務が法令等に基づき適正に行われているかについて，関係書類の調査と

ともに，関係職員に対する質問等の方法により実施した。 

 

４ 団 体 の 概 要 

 

⑴ 設立の趣旨 

  協会は，神戸港の振興対策を強力に推進し，もって神戸港の発展に寄与することを目的として，

昭和 33年 9月に設立された。なお，平成 16年 4 月に財団法人神戸港厚生サービス協会（昭和 

20 年 6月設立）を統合している。 
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 ⑵ 本市との関係 

  ① 財政援助 

    平成 21 年度は，補助金として，神戸港振興事業，ポートタワー改修工事，国産 1号・2号上

屋活用事業等に 1億 6,943 万円を交付している。 

  ② 公の施設の指定管理等 

平成 21 年度は，公の施設の指定管理者として，震災メモリアルパーク及び中突堤中央ターミ

ナル東館の管理運営を委託し，指定管理料を 1,092 万円支出しているほか，利用料金制により，

須磨ヨットハーバーの管理運営を委託している。また，協会を代表者とする神戸港国際旅客タ

ーミナル運営共同事業体に，中突堤旅客ターミナル及びポートターミナルの管理運営を委託し，

指定管理料を 1億 5,919 万円支出している。 

このほか，メリケンパーク駐車場管理業務，港湾幹線道路料金徴収業務等を委託している。 

③ 貸付 

 神戸海洋博物館建設資金，神戸ポートタワー改修資金及びホテル改修資金の貸付を行ってお

り，平成 21年度は，神戸ポートタワー改修資金として 1億 774 万円を貸し付け，神戸海洋博物

館建設資金及び神戸ポートタワー改修資金貸付の元金償還を 4,941 万円受けている。 

平成 21 年度末の貸付残高は 13億 5,597 万円となっている。 

 

 ⑶ 事業の概要 

協会及び主な事業所の所在地は，第 1表のとおりである。 

 

第　１　表　　　協　　 会　　等　 　の　　所　　在　　地

事　　　　業　　　　所

 中央区波止場町47メ リ ケ ン パ ー ク 駐車 場 管 理 事 務 所

協 会 （ 事 務 所 ）

その他

指定管理施設
神 戸 ポ ー ト タ ー ミ ナ ル 事 務 所

 灘区摩耶埠頭

 中央区新港町4-5

 中央区波止場町2-2 神戸海洋博物館内

 灘区摩耶埠頭1

摩 耶 大 橋 料 金 所

神 戸 ポ ー ト タ ワ ー 管 理 事 務 所  中央区波止場町5-5

 須磨区若宮町1丁目1-4

摩 耶 料 金 所

所　　　　　　在　　　　　　地

須 磨 ヨ ッ ト ハ ー バ ー

中突堤中央ターミナル駐車場管理事務所  中央区波止場町15･51
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協会の事業の概要は以下のとおりであり，主な業務量の推移は,第 2表のとおりである。 

① 神戸港振興事業 

積極的かつ効果的な神戸港への船舶と貨物の誘致を進めるとともに，周辺地域，関係団体

などとの連携をはかりながら，親しみやすい港づくりの事業を展開し，神戸港の活性化をは

かるため，ポートセールス事業及び市民と港を結ぶイベント事業を実施している。 

② タワー・博物館事業 

神戸港を広くＰＲすることにより，港への理解と親しみやすい港づくりに寄与し，あわせ

て港湾・海事思想の普及をはかるため，神戸ポートタワー・神戸海洋博物館の運営を行って

いる。ポートタワーについては，施設・設備の老朽化が著しくなってきたため，協会設立 

50 周年（平成 20 年度）記念事業として平成 21 年度から大規模改修工事を実施し，平成 

22 年 4月にリニューアルオープンした。 

③ ホテル事業 

神戸港に働く人々や神戸港を訪れる人々への宿泊サービスの向上をはかり，利便性を高め

るため，ホテル施設の賃貸事業を行っている。 

④ 受託事業及び施設管理・運営事業 

 神戸港を利用する人々をはじめ，広くユーザーへのサービスの充実をはかるとともに，親

しみやすい港づくりを推進するため，本市より指定管理者の指定を受け，震災メモリアルパ

ーク，須磨ヨットハーバー等の運営を行っている。 

⑤ その他の受託事業 

指定管理者の指定を受けている④の事業の他，メリケンパーク駐車場，ポートアイランド

南・北公園駐車場，港湾幹線道路料金徴収業務等の港湾施設の管理業務を本市より受託して

いる。その他，須磨海水浴場監視等の業務を本市より受託している。 

⑥ その他の事業 

中突堤中央ビルの運営，国産 1号・2号上屋活用事業（波止場町ＴＥＮ×ＴＥＮ），フィッ

シュダンス音楽練習場の運営及びメリケンパークレストランの賃貸等を行っている 
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対前年度

増　　減

対前年度

増 減 率

年 度 末 会 員 数 462社 468社 △6社 △ 1.3

年 度 末 口 数 878口 898口 △20口 △ 2.2

神戸港オリエンテーションの開催 参 加 者 数 375人 375人 0人 0.0

みなとこうべ海上花火大会の開催 来 場 者 数 251,500人 210,000人 41,500人 19.8

KOBE メ リ ケ ン フ ェ ス タ の 開 催 来 場 者 数 延べ98,200人 延べ71,000人 27,200人 38.3

有 料 入 場 者 数 234,649人 334,793人 △100,144人 △ 29.9

無 料 入 場 者 数 99,981人 6,393人 93,588人 ほぼ皆増

総 入 場 者 数 334,630人 341,186人 △6,556人 △ 1.9

有 料 入 館 者 数 157,770人 171,440人 △13,670人 △ 8.0

総 入 館 者 数 181,467人 196,145人 △14,678人 △ 7.5

須 磨 ヨ ッ ト ハ ー バ ー 専 用 使 用 艇 数 225隻 242隻 △17隻 △ 7.0

一 般 使 用 艇 数 39隻 41隻 △2隻 △ 4.9

神 戸 ポ ー ト タ ー ミ ナ ル 利 用 船 舶 数 134隻 152隻 △18隻 △ 11.8

中 突 堤 旅 客 タ ー ミ ナ ル 利 用 船 舶 数 54隻 52隻 2隻 3.8

中 突 堤 中 央 タ ー ミ ナ ル 東 館 入 床 数 14室 17室 △3室 △ 17.6

メ リ ケン パ ー ク駐 車 場運 営 業 務 乗用車 利用 台数 129,351台 131,816台 △2,465台 △ 1.9

中突堤中央ターミナル駐車場運営業務 乗用車 利用 台数 18,825台 20,594台 △1,769台 △ 8.6

バス利 用台 数※ 8,441台 11,609台 △3,168台 △ 27.3

メリケンパーク臨時駐車場運営業務 乗用車 利用 台数 37,637台 34,383台 3,254台 9.5

バ ス 利 用 台 数 4,154台 5,593台 △1,439台 △ 25.7

ﾎﾟ ｰﾄ ｱｲ ﾗﾝ ﾄﾞ南公園駐車場運営業務 乗用車 利用 台数 19,116台 20,101台 △985台 △ 4.9

ﾎﾟ ｰﾄ ｱｲ ﾗﾝ ﾄﾞ北公園駐車場運営業務 乗用車 利用 台数 29,325台 14,797台 14,528台 98.2

港 湾 幹 線 道 路 料 金 徴 収 業 務 通 行 台 数 9,819,540台 10,274,070台 △454,528台 △ 4.4

摩 耶 大 橋 料 金 徴 収 業 務 通 行 台 数 1,259,743台 1,330,363台 △70,620台 △ 5.3

※　メリケンパーク駐車場の利用台数を含む

受託事業及び施 設管 理・ 運営 事業

公 の 施 設 の 指 定 管 理 者 事 業

本 市 か ら の 受 託 事 業

第　２　表　　　業　　務　　量　　の　　比　　較

平成20年度平成21年度項　　目

ポ ー ト セ ー ル ス 事 業

神 戸 港 振 興 事 業

市 民 と 港 を 結 ぶ イ ベ ン ト 事 業

会 員

タ ワ ー ・ 博 物 館 事 業

神 戸 海 洋 博 物 館 事 業

ポ ー ト タ ワ ー 事 業

 

⑷ 経営状況及び財政状態 

協会の会計は，公益事業会計，収益事業会計に分かれている。会計処理は，公益法人会計基準を

適用しており，消費税処理は税込処理である。 

公益事業会計は神戸港振興事業を経理し，収益事業会計はタワー・博物館事業，ホテル事業，受

託事業及び施設管理・運営事業を経理している。 
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  公益事業会計と収益事業会計をあわせた経営状況は，第 3表のとおりである。 

 

   　

金 額
構 成

比 率
金      額 

構 成

比 率

Ⅰ　 　 　 　

　 　 　

　 （ ａ ） 1,345,310 100.0 1,203,341 100.0 141,969 11.8

　 ① 3,320 0.2 2,046 0.2 1,274 62.3

② 13,170 1.0 13,470 1.1 △ 300 △ 2.2

③ 42,756 3.2 43,322 3.6 △ 566 △ 1.3

④ 2 0.0 17 0.0 △ 15 △ 88.2

⑤ 150,154 11.2 184,021 15.3 △ 33,867 △ 18.4

⑥ 92,305 6.9 93,910 7.8 △ 1,605 △ 1.7

⑦ 706,830 52.5 639,693 53.2 67,137 10.5

⑧ 93,745 7.0 72,069 6.0 21,676 30.1

⑨ 76,709 5.7 74,689 6.2 2,020 2.7

(47,000) 3.5 (45,000) 3.7 (2,000) 4.4

⑩ 360 0.0 2,960 0.2 △ 2,600 △ 87.8

⑪ 23 0.0 295 0.0 △ 272 △ 92.2

　 ⑫ 20,316 1.5 19,754 1.6 562 2.8

⑬ 145,620 10.8 57,096 4.7 88,524 155.0

　 （ ｂ ） 1,233,458 100.0 1,224,412 100.0 9,046 0.7

① 94,215 7.6 90,834 7.4 3,381 3.7

② 7,708 0.6 7,523 0.6 185 2.5

　 ③ 110,454 9.0 120,628 9.9 △ 10,174 △ 8.4

④ 161,455 13.1 153,217 12.5 8,238 5.4

⑤ 637,429 51.7 593,200 48.4 44,229 7.5

⑥ 132,384 10.7 169,614 13.9 △ 37,230 △ 21.9

⑦ 69,497 5.6 67,803 5.5 1,694 2.5

⑧ 19,696 1.6 19,754 1.6 △ 58 △ 0.3

⑨ 620 0.1 1,838 0.2 △ 1,218 △ 66.3

　 111,851 － △ 21,070 － 132,921 －

　 　

　 （ ｃ ） 1,198 － － － 1,198 皆増

　 （ ｄ ） 124,741 － 2,204 － 122,537 ほぼ皆増

△ 123,543 － △ 2,204 － △ 121,339 －

△ 11,692 － △ 23,274 － 11,582 －

（ Ｄ ） △ 486,711 － △ 463,437 － △ 23,274 －

△ 498,403 － △ 486,711 － △ 11,692 －

Ⅱ 　 　

① 122,433 － － － 122,433 皆増

(122,433) － － － (122,433) 皆増

② 10,577 － － － 10,577 皆増

③ △ 28,889 － △ 28,889 － 0 －

（ Ｆ ） 104,121 － △ 28,889 － 133,010 －

（ Ｇ ） 1,189,788 － 1,218,677 － △ 28,889 △ 2.4

1,293,909 － 1,189,788 － 104,121 8.8

Ⅲ　 795,506 － 703,077 － 92,429 13.1  

受 取 補 助 金 等

（ う ち 神 戸 市 補 助 金 ）

受 取 寄 付 金

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

経 常 外 収 益

雑 収 益

博 物 館 事 業 費

受 託 ・ 施 設 管 理 ・ 出 向 事 業 費

宿 泊 施 設 事 業 費

経 常 費 用

受 託 ・ 施 設 管 理・ 出向 事 業 収 益

宿 泊 施 設 事 業 収 益

受 取 補 助 金 等

寄 附 金 収 益

（ う ち 神 戸 市 補 助 金 ）

第　３　表    　比　較　正　味　財　産　増　減　計　算　書 （ 総　括　表 ）

(1)

　

特 定 資 産 運 用 益

他 会 計 か ら の 繰 入 額

(単位　金額：千円）

科　　　　　目

平 成 20 年 度
対前年度

増 減 率

対 前 年 度

増 減

正 味 財 産 期 末 残 高 （Ｉ＝Ｅ+Ｈ）

【 経 常 外 増 減 の 部 】

(1)

(2)

指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 （Ｈ= Ｆ+Ｇ）

【 経 常 増 減 の 部 】

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

平 成 21 年 度

経 常 収 益

　

引 当 金 取 崩 額

　 タ ワ ー 事 業 費

(2)

タ ワ ー 事 業 収 益

博 物 館 事 業 収 益

受 取 会 費

神 戸 港 振 興 事 業 収 益

神 戸 港 振 興 事 業 雑 収 益

経 常 外 費 用

当 期 経 常 外 増 減 額 （Ｂ= ｃ-ｄ）

神 戸 港 振 興 事 業 事 業 費

神 戸 港 振 興 事 業 管 理 費

管 理 費

他 会 計 へ の 繰 出 額

引 当 金 繰 入 額

当 期 経 常 増 減 額 （Ａ= ａ-ｂ）

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 （Ｃ= Ａ+Ｂ）

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 （Ｅ= Ｃ+Ｄ）
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  公益事業会計と収益事業会計をあわせた財政状態は，第 4表のとおりである。 

      　

金 額
構 成

比 率
金      額 

構 成

比 率

3,142,773 100.0 2,827,083 100.0 315,690 11.2

Ⅰ 　 885,641 28.2 659,947 23.3 225,694 34.2

1 553,957 17.6 271,722 9.6 282,235 103.9

2 430 0.0 3,750 0.1 △ 3,320 △ 88.5

3 250,122 8.0 246,926 8.7 3,196 1.3

4 901 0.0 1,061 0.0 △ 160 △ 15.1

5 8,748 0.3 15,147 0.5 △ 6,399 △ 42.2

6 2,082 0.1 2,152 0.1 △ 70 △ 3.3

7 69,400 2.2 119,190 4.2 △ 49,790 △ 41.8

Ⅱ 2,257,133 71.8 2,167,136 76.7 89,997 4.2

1 1,668,013 53.1 1,466,484 51.9 201,529 13.7

1,152,546 36.7 1,177,260 41.6 △ 24,714 △ 2.1

8,352 0.3 12,528 0.4 △ 4,176 △ 33.3

368,110 11.7 － － 368,110 皆増

133,241 4.2 125,934 4.5 7,307 5.8

1,822 0.1 146,822 5.2 △ 145,000 △ 98.8

3,941 0.1 3,941 0.1 0 0.0

2 589,120 18.7 700,652 24.8 △ 111,532 △ 15.9

　 348,724 11.1 270,470 9.6 78,254 28.9

11,803 0.4 12,215 0.4 △ 412 △ 3.4

195,910 6.2 366,226 13.0 △ 170,316 △ 46.5

51 0.0 76 0.0 △ 25 △ 32.9

25,484 0.8 29,009 1.0 △ 3,525 △ 12.2

－ － 15,509 0.5 △ 15,509 皆減

1,637 0.1 1,637 0.1 0 0.0

308 0.0 308 0.0 0 0.0

5,202 0.2 5,202 0.2 0 0.0

3,142,773 100.0 2,827,083 100.0 315,690 11.2

2,347,267 74.7 2,124,006 75.1 223,261 10.5

Ⅰ 　 753,562 24.0 467,399 16.5 286,163 61.2

1 457,248 14.5 138,623 4.9 318,625 229.9  

2 5,250 0.2 6,199 0.2 △ 949 △ 15.3

3 221,664 7.1 203,387 7.2 18,277 9.0

4 69,400 2.2 119,190 4.2 △ 49,790 △ 41.8

Ⅱ 　 1,593,705 50.7 1,656,607 58.6 △ 62,902 △ 3.8

1 1,379,672 43.9 1,330,742 47.1 48,930 3.7  

(1,355,972) 43.1 (1,297,642) 45.9 (58,330) 4.5

2 133,241 4.2 125,934 4.5 7,307 5.8

3 1,822 0.1 146,822 5.2 △ 145,000 △ 98.8

4 78,971 2.5 53,109 1.9 25,862 48.7

795,506 25.3 703,077 24.9 92,429 13.1

Ⅰ 　 1,293,909 41.2 1,189,788 42.1 104,121 8.8  

1 1,283,331 40.8 1,189,788 42.1 93,543 7.9

2 10,577 0.3 － － 10,577 皆増

(1,293,909) － (1,189,788) － (104,121) －

Ⅱ 　 △ 498,403 － △ 486,711 － △ 11,692 －  

前 受 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

預 り 保 証 金

（うち神戸 市からの借入金）

預 り 金

工 具 器 具 備 品

電 話 加 入 権

(2)

(3)

(4)

(5)

(7)

(2)

(5)

建 物 付 属 設 備

修 繕 引 当 資 産

建 設 仮 勘 定

退 職 給 付 引 当 資 産

(3)

(4)

一 般 正 味 財 産

内 部 会 計 仮 受 金

指 定 正 味 財 産

正 味 財 産

（うち特定資産への充当額）

補 助 金

寄 附 金

固 定 負 債

長 期 借 入 金

第　４　表    　比　較　貸　借　対　照　表　（　総　括　表　）

固 定 資 産

(単位　金額：千円）

平 成 21 年 度 末
対前年度

増 減 率

平 成 20 年 度 末

売 掛 金

内 部 会 計 立 替 金

未 収 金

繰 越 売 店 取 扱 品

(1) 建 物

対 前 年 度

増 減

現 金 預 金

科 目

流 動 資 産

資 産

特 定 資 産

仮 払 金

そ の 他 仮 払 金

未 払 金

建 設 仮 勘 定(6)

(8)

(9)

保 証 金

投 資 有 価 証 券

流 動 負 債

(6) 減 価 償 却 引 当 資 産

負 債 及 び 正 味 財 産

負 債

そ の 他 固 定 資 産

(1) 建 物

構 築 物

建 物 付 属 設 備

車 両 器 具 運 搬 具

(239,041) － (3,941) － (235,100) －（うち特定資産への充当額）
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 ア 公益事業会計 

 （ア）経営状況 

    経営状況は，第 5表のとおりである。 

 

   　

金 額
構 成

比 率
金      額 

構 成

比 率

Ⅰ　 　 　 　

　 　 　

　 （ ａ ） 102,543 100.0 98,043 100.0 4,500 4.6

　 ① 119 0.1 173 0.2 △ 54 △ 31.2

　 ② 13,170 12.8 13,470 13.7 △ 300 △ 2.2

　 ③ 42,756 41.7 43,322 44.2 △ 566 △ 1.3

④ 25,820 25.2 23,800 24.3 2,020 8.5

(25,000) 24.4 (23,000) 23.5 (2,000) 8.7

⑤ 360 0.4 360 0.4 0 0.0

⑥ 2 0.0 17 0.0 △ 15 △ 88.2

⑦ 20,316 19.8 15,063 15.4 5,253 34.9

⑧ － － 1,838 1.9 △ 1,838 皆減

　 （ ｂ ） 102,543 100.0 100,195 100.0 2,348 2.3

　 ① 94,215 91.9 90,834 90.7 3,381 3.7

② 7,708 7.5 7,523 7.5 185 2.5

　 ③ － － 1,838 1.8 △ 1,838 皆減

④ 620 0.6 － － 620 皆増

　 0 － △ 2,152 － 2,152 －

　 　

　 （ ｃ ） － － － － － －

　 （ ｄ ） － － － － － －

0 － 0 － 0 －

0 － △ 2,152 － 2,152 －

（ Ｄ ） － － 2,152 － △ 2,152 皆減

－ － － － － －

Ⅱ 　 　

（ Ｆ ） 0 － 0 － 0

（ Ｇ ） － － － － －

－ － － － － －

Ⅲ　 － － －  

経 常 外 費 用

当 期 経 常 外 増 減 額

当 期 経 常 増 減 額 （ Ａ =ａ - ｂ）

経 常 外 収 益

（ Ｂ =ｃ - ｄ）

【 経 常 外 増 減 の 部 】

正 味 財 産 期 末 残 高

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高

当 期 一 般 正 味財 産 増 減 額 （ Ｃ =Ａ + Ｂ）

（Ｉ＝Ｅ+ Ｈ）

（ Ｅ =Ｃ + Ｄ）

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

受 取 補 助 金 等

寄 附 金 収 益

神 戸 港 振 興 事 業 管 理 費

(2)

（ う ち 神 戸 市 補 助 金 ）

　 神 戸 港 振 興 事 業 事 業 費

神 戸 港 振 興 事 業 雑 収 益

経 常 費 用

引 当 金 取 崩 額

他 会 計 か ら の 繰 入 額

　

(1)

他 会 計 へ の 繰 出 額

引 当 金 繰 入 額

経 常 収 益

対前 年度

増 減 率

　

対 前 年 度

増 減

平 成 20 年 度

科　　　　　目

【 経 常 増 減 の 部 】

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

平 成 21 年 度

　

（ Ｈ =Ｆ + Ｇ）

指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

(2)

第　５　表    　比　較　正　味　財　産　増　減　計　算　書　（　公　益　事　業　会　計　）

(1)

　

特 定 資 産 運 用 益

受 取 会 費

神 戸 港 振 興 事 業 収 益

(単位　金額：千円）

　

　

－

－

－ － －
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 （イ）財政状態 

    財政状態は，第 6表のとおりである。 

 

      　

金 額
構 成

比 率
金      額 

構 成

比 率

95,504 100.0 76,153 100.0 19,351 25.4

Ⅰ 　 64,392 67.4 47,173 61.9 17,219 36.5

1 11,315 11.8 14,507 19.0 △ 3,192 △ 22.0

2 53,033 55.5 32,629 42.8 20,404 62.5

3 44 0.0 37 0.0 7 18.9

Ⅱ 31,111 32.6 28,980 38.1 2,131 7.4

1 31,111 32.6 28,980 38.1 2,131 7.4

31,111 32.6 28,980 38.1 2,131 7.4

95,504 100.0 76,153 100.0 19,351 25.4

95,504 100.0 76,153 100.0 19,351 25.4

Ⅰ 　 64,392 67.4 47,173 61.9 17,219 36.5

1 3,628 3.8 1,102 1.4 2,526 229.2  

2 － － 15 0.0 △ 15 皆減

3 292 0.3 216 0.3 76 35.2

4 60,473 63.3 45,839 60.2 14,634 31.9

Ⅱ 　 31,111 32.6 28,980 38.1 2,131 7.4

1 31,111 32.6 28,980 38.1 2,131 7.4

－ － － － － －

Ⅰ 　 － － － －

(－) － (－) － － －

Ⅱ 　 － － － －

(－) － (－) － － －

負 債 及 び 正 味 財 産

負 債

未 払 金

流 動 負 債

(1)

対前 年度

増 減

現 金 預 金

科 目

流 動 資 産

資 産

特 定 資 産

仮 払 金

退 職 給 付 引 当 資 産

第　６　表    　比　較　貸　借　対　照　表　（　公　益　事　業　会　計　）

固 定 資 産

(単位　金額：千円）

平 成 21 年 度 末
対前年度

増 減 率

平 成 20 年 度 末

未 収 金

前 受 金

退 職 給 付 引 当 金

預 り 金

（うち特定資産への充当額）

一 般 正 味 財 産

内 部 会 計 仮 受 金

指 定 正 味 財 産

正 味 財 産

（うち特定資産への充当額）

固 定 負 債

－ －  

－ －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益事業会計 

 （ア）経営状況 

    経営状況は，第 7表のとおりである。 
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金 額
構 成
比 率

金      額 
構 成
比 率

Ⅰ　 　 　 　

　 　 　

　 （ ａ ） 1,242,766 100.0 1,105,298 100.0 137,468 12.4

　 ① 3,200 0.3 1,873 0.2 1,327 70.8

② 150,154 12.1 184,021 16.6 △ 33,867 △ 18.4

③ 92,305 7.4 93,910 8.5 △ 1,605 △ 1.7

④ 706,830 56.9 639,693 57.9 67,137 10.5

⑤ 93,745 7.5 72,069 6.5 21,676 30.1

⑥ 50,889 4.1 50,889 4.6 0 0.0

(22,000) 1.8 (22,000) 2.0 (0) 0.0

⑦ － － 2,600 0.2 △ 2,600 皆減

⑧ 23 0.0 295 0.0 △ 272 △ 92.2

　 ⑨ － － 4,691 0.4 △ 4,691 皆減

⑩ 145,620 11.7 55,258 5.0 90,362 163.5

　 （ ｂ ） 1,130,915 100.0 1,124,217 100.0 6,698 0.6

　 ① 110,454 9.8 120,628 10.7 △ 10,174 △ 8.4

② 161,455 14.3 153,217 13.6 8,238 5.4

③ 637,429 56.4 593,200 52.8 44,229 7.5

④ 132,384 11.7 169,614 15.1 △ 37,230 △ 21.9

⑤ 69,497 6.1 67,803 6.0 1,694 2.5

⑥ 19,696 1.7 17,916 1.6 1,780 9.9

⑦ － － 1,838 0.2 △ 1,838 皆減

　 111,851 － △ 18,918 － 130,769 －

　 　

　 （ ｃ ） 1,198 － － － 1,198 皆増

① 1,198 － － － 1,198 皆増

　 （ ｄ ） 124,741 － 2,204 － 122,537 ほぼ皆増

① 3,061 － 2,204 － 857 38.9

② 620 － － －

③ 2,600 － － － 2,600 皆増

④ 118,461 － － － 118,461 皆増

△ 123,543 － △ 2,204 － △ 121,339 －

△ 11,692 － △ 21,122 － 9,430 －

（ Ｄ ） △ 486,711 － △ 465,589 － △ 21,122 －

△ 498,403 － △ 486,711 － △ 11,692 －

Ⅱ 　 　

① 122,433 － － － 122,433 皆増

(122,433) － － － (122,433) 皆増

② 10,577 － － － 10,577 皆増

③ △ 28,889 － △ 28,889 － 0 －

（ Ｆ ） 104,121 － △ 28,889 － 133,010 －

（ Ｇ ） 1,189,788 － 1,218,677 － △ 28,889 △ 2.4

1,293,909 － 1,189,788 － 104,121 8.8

Ⅲ　 795,506 － 703,077 － 92,429 13.1  

（ う ち 神 戸 市 補 助 金 ）

（ う ち 神 戸 市 ）

（ Ｃ=Ａ+Ｂ）

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高

一 般 正 味 財 産 期 末 残高 （ Ｅ=Ｃ+Ｄ）

寄 附 金 収 益

雑 収 益

博 物 館 事 業 費

受 託・ 施 設 管 理 ・ 出 向 事 業 費

　

引 当 金 取 崩 額

　 タ ワ ー 事 業 費

(2)

タ ワ ー 事 業 収 益

博 物 館 事 業 収 益

受託・施設管理・ 出向 事業収益

宿 泊 施 設 事 業 収 益

受 取 補 助 金 等

【 経 常 増 減 の 部 】

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部

平 成 21 年 度

経 常 収 益

正 味 財 産 期 末 残 高 （Ｉ＝Ｅ+Ｈ）

【 経 常 外 増 減 の 部 】

(1)

(2)

指 定 正 味 財 産 増 減 の 部

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高

指 定 正 味 財 産 期 末 残高 （ Ｈ=Ｆ+Ｇ）

第　７　表    　比 較 正 味 財 産 増 減 計 算 書 （ 収 益 事 業 会 計 ）

(1)

　

特 定 資 産 運 用 益

他 会 計 か ら の 繰 入 額

(単位　金額：千円）

科　　　　　目

平 成 20 年 度
対前 年度

増 減 率

対 前 年 度

増 減

宿 泊 施 設 事 業 費

経 常 費 用

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

経 常 外 費 用

当 期 経 常 外 増 減 額 （ Ｂ=ｃ-ｄ）

除 却 損 失

他 会 計 へ の 繰 出 額

過 年 度 修 正 損

一 般 正 味 財 産 へ の 振 替 額

管 理 費

他 会 計 へ の 繰 出 額

引 当 金 繰 入 額

固 定 資 産 受 贈 益

当 期 経 常 増 減 額 （ Ａ=ａ-ｂ）

経 常 外 収 益

雑 損 失

当期一般正 味財 産増 減額

　

　

620 皆増
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 （イ）財政状態 

    財政状態は，第 8表のとおりである。 

      　

金 額
構 成

比 率
金      額 

構 成

比 率

3,047,270 100.0 2,750,930 100.0 296,340 10.8

Ⅰ 　 821,248 27.0 612,774 22.3 208,474 34.0

1 542,642 17.8 257,215 9.4 285,427 111.0

2 430 0.0 3,750 0.1 △ 3,320 △ 88.5

3 197,089 6.5 214,297 7.8 △ 17,208 △ 8.0

4 901 0.0 1,061 0.0 △ 160 △ 15.1

5 8,704 0.3 15,110 0.5 △ 6,406 △ 42.4

6 2,082 0.1 2,152 0.1 △ 70 △ 3.3

7 69,400 2.3 119,190 4.3 △ 49,790 △ 41.8

Ⅱ 2,226,021 73.0 2,138,156 77.7 87,865 4.1

1 1,636,901 53.7 1,437,505 52.3 199,396 13.9

1,152,546 37.8 1,177,260 42.8 △ 24,714 △ 2.1

8,352 0.3 12,528 0.5 △ 4,176 △ 33.3

368,110 12.1 － － 368,110 皆増

102,130 3.4 96,954 3.5 5,176 5.3

1,822 0.1 146,822 5.3 △ 145,000 △ 98.8

3,941 0.1 3,941 0.1 0 0.0

2 589,120 19.3 700,652 25.5 △ 111,532 △ 15.9

　 348,724 11.4 270,470 9.8 78,254 28.9

11,803 0.4 12,215 0.4 △ 412 △ 3.4

195,910 6.4 366,226 13.3 △ 170,316 △ 46.5

51 0.0 76 0.0 △ 25 △ 32.9

25,484 0.8 29,009 1.1 △ 3,525 △ 12.2

－ － 15,509 0.6 △ 15,509 皆減

1,637 0.1 1,637 0.1 0 0.0

308 0.0 308 0.0 0 0.0

5,202 0.2 5,202 0.2 0 0.0

3,047,270 100.0 2,750,930 100.0 296,340 10.8

2,251,764 73.9 2,047,853 74.4 203,911 10.0

Ⅰ 　 689,170 22.6 420,226 15.3 268,944 64.0

1 453,620 14.9 137,520 5.0 316,100 229.9  

2 5,250 0.2 6,184 0.2 △ 934 △ 15.1

3 221,372 7.3 203,171 7.4 18,201 9.0

4 8,928 0.3 73,351 2.7 △ 64,423 △ 87.8

Ⅱ 　 1,562,594 51.3 1,627,628 59.2 △ 65,034 △ 4.0

1 1,379,672 45.3 1,330,742 48.4 48,930 3.7  

(1,355,972) 44.5 (1,297,642) 47.2 (58,330) 4.5

2 102,130 3.4 96,954 3.5 5,176 5.3

3 1,822 0.1 146,822 5.3 △ 145,000 △ 98.8

4 78,971 2.6 53,109 1.9 25,862 48.7

795,506 26.1 703,077 25.6 92,429 13.1

Ⅰ 　 1,293,909 42.5 1,189,788 43.3 104,121 8.8  

1 1,283,331 42.1 1,189,788 43.3 93,543 7.9

2 10,577 0.3 － － 10,577 皆増

(1,293,909) － (1,189,788) － (104,121) －

(6) 減 価 償 却 引 当 資 産

負 債 及 び 正 味 財 産

負 債

そ の 他 固 定 資 産

(1) 建 物

構 築 物

建 物 付 属 設 備

車 両 器 具 運 搬 具

未 払 金

建 設 仮 勘 定(6)

(8)

(9)

保 証 金

投 資 有 価 証 券

流 動 負 債

(1) 建 物

対 前 年 度

増 減

現 金 預 金

科 目

流 動 資 産

資 産

特 定 資 産

仮 払 金

そ の 他 仮 払 金

第　８　表    　比　較　貸　借　対　照　表　（　収　益　事　業　会　計　）

固 定 資 産

(単位　金額：千円）

平 成 21 年 度 末
対前年度

増 減 率

平 成 20 年 度 末

売 掛 金

内 部 会 計 立 替 金

未 収 金

繰 越 売 店 取 扱 品

内 部 会 計 仮 受 金

指 定 正 味 財 産

正 味 財 産

（うち特定資産への充当額）

補 助 金

寄 附 金

固 定 負 債

長 期 借 入 金

(2)

(5)

建 物 付 属 設 備

修 繕 引 当 資 産

建 設 仮 勘 定

退 職 給 付 引 当 資 産

(3)

(4)

工 具 器 具 備 品

電 話 加 入 権

(2)

(3)

(4)

(5)

(7)

前 受 金

退 職 給 付 引 当 金

修 繕 引 当 金

預 り 保 証 金

（うち神戸市からの借入金）

預 り 金

Ⅱ 　 △ 498,403 － △ 486,711 － △ 11,692 －  

(239,041) － (3,941) － (235,100) －（うち特定資産への充当額）

一 般 正 味 財 産
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５ 監 査 の 結 果        

 

⑴ 本市からの財政援助に関する事項について 

当年度は，神戸港振興事業，海洋博物館事業，サンタ・マリア号等維持管理費，国産 1 号・ 

2 号上屋活用事業補助として 4,700 万円の補助金を受け入れており，前年度と比べ 200 万円増え

ている。また，平成 21年度は，ポートタワー改修工事を実施したことから，1億 2,243 万円の補

助金と 1億 774 万円の貸付を受けている。 

 なお，貸付金については，当年度に返済予定であったホテル改修資金 4,890 万円の返済を猶予

されている。 

 

⑵ 指摘事項及び意見 

補助事業等は補助金等の交付目的を達成し，公の施設の管理委託事業は条例・協定書等に従っ

ておおむね適正に執行されているものと認められた。また，事務処理もおおむね適正に処理され

ていると認められたが，事務の一部について次のような改善を要する事例が見受けられたので，

今後適正な事務処理に努められたい。 

 

 ① 指摘事項 

  ア 契約に関する事務 

(ｱ) 決裁区分に応じた決裁をなすべきもの 

平成 21 年度当初の協会規程における決裁区分に応じた決裁がなされていない以下のよ

うな事例が見受けられた。 

規程に則った適正な事務処理を行うべきである。 

（事例） 

件名 金額 誤 正 

中突堤駐車場施設他徴収業務及び 

メリケンパーク緑地管理業務委託契約の締結
59,825,172 円 

事務局長

決  裁 

専務理事

決  裁

 

(ｲ) 契約に則った処理をなすべきもの 

協会は本市よりメリケンパーク駐車場等の管理運営を受託しており，委託契約仕様書に

よると徴収した駐車場使用料は，無利息の普通預金口座において保管することとなってい

るが，駐車場使用料を利息付の口座に保管している事例が見受けられた。 

契約に則った処理を行うとともに，既に発生した利息について適切に処理を行うべきで

ある。 

（事例） 

対象駐車場 利息発生日 利息額

平成 21年 8月 17日 389 円メリケンパーク駐車場（乗用車），メリケンパーク臨時

バス駐車場，中突堤中央ターミナル駐車場 平成 22年 2月 22日 547 円
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(ｳ) 支払期限，納期限を遵守すべきもの 

協会と本市との間における指定管理料・委託料の受け払いや本市から徴収委託を受けた

使用料の納付，あるいは，指定管理業務の一部を他団体に再委託等した場合の委託料等の

支払いについて，それぞれの協定書・契約書等に定められた期限より遅れて処理されてい

る事例が散見された。 

事務執行にあたり，予め定めた支払期限，納期限を遵守すべきである。 

（事例） 

a 指定管理料，委託料の受入 

指定管理施設・委託業務 協定書・契約書上の期限 実際の受入時期

中突堤中央ターミナル東館 第１四半期分を6月末日まで 8月 13 日

中突堤駐車施設他使用料徴収業務

及びメリケンパーク緑地管理業務

委託 

一部を 6月末日まで 8月 13 日

b 徴収委託を受けた使用料の納付 

指定管理施設・委託業務 協定書・契約書上の期限 実際の納付時期 

中突堤中央ターミナル東館 第１四半期分を 7月末日まで 8月 13 日

4 月分 5 月 27 日摩耶大橋・港湾幹線道路料金

徴収業務 

徴収月の翌月 10 日まで 

5 月分 6 月 30 日

c 指定管理業務の再委託等の委託料支払 

再委託等の内容 相手方 契約書上の期限 実際の支払時期

第１四半期分を 6月 5日まで 7 月 6日須磨ヨットハーバー 

管理運営業務委託 
Ａ社 

第２四半期分を 9月 5日まで 9 月 14 日

第１四半期分を 8月末日まで 10 月 27 日中突堤旅客ターミナル 

管理運営業務 
Ｂ社 

第２四半期分を 9月末日まで 10 月 27 日

 

   イ 財産の管理に関する事務 

実地監査の際に，協会が指定管理者となっている各施設の備品管理簿が確認できなかった。 

指定管理の協定書・仕様書によると，施設の備品管理は指定管理者の行う業務であり，「管

理簿を備え，購入・廃棄，破損等の記録を行う。」と定められていることから，指定管理者

たる協会が，備品管理簿を備えるべきである。 

また，所管課（みなと総局みなと振興部経営課，みなと総局神戸港管理事務所）は，管理

すべき備品の範囲や帳簿類等の指示を適切に行うべきである。 

 

② 意見 

実地監査の際に，以下の事例について，契約内容を客観的に確認できる契約書等の書類が確

認できなかった。 

平成 21 年度当初に協会内には，契約要領（平成 22年 1月 1日施行）がなかったため，契約

書類等がなくとも，協会規程上は問題がないとも考えられるものの，一方で，これらは，本市

からの財政援助に係るもの（神戸港振興事業補助）及び指定管理に係るものであり，公費の使
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途といった観点から，契約書類等により支出・収入の根拠や内容が確認できることが望ましい

と考えるものである。今後は，そうした点を十分考慮に入れ，契約書等を備えられたい。 

（事例）平成 21 年度執行分 

件名 金額 相手方 市との関係

海洋博物館清掃業務委託 10,304,280 円 Ｃ社 

メリケンパーク内夜間巡回警備業務委託 3,832,500 円 Ｄ社 
財政援助 

出入管理等業務に伴う警備業務委託 

（ポートターミナル・中突堤旅客ターミナル） 
7,558,425 円 Ｄ社 

ヨットハーバー4階レストラン共益費受入 800,400 円 神戸市 

指定管理 

 

⑶ まとめ 

協会は，神戸港の振興対策を強力に推進し，神戸港の永遠の発展に寄与すべく設立された社団

法人である。神戸港への船舶や貨物の誘致を図るポートセールス事業や「みなとこうべ海上花火

大会」をはじめとする市民と港を結ぶイベント事業等の神戸港振興事業を行うとともに，神戸港

を広くＰＲし親しみやすい港づくり等に取り組むため，神戸ポートタワーや神戸海洋博物館の運

営を行っている。さらに，神戸港を訪れる船員，船客，港湾関係者や観光客のための宿泊サービ

スとして，ホテル施設の賃貸事業（神戸ポートタワーホテル；旧神戸タワーサイドホテル）を行

っている。また，神戸港を訪れる市民，観光客や港湾事業関係者の利便を図るため，協会所有施

設の管理とともに，本市より須磨ヨットハーバーや震災メモリアルパーク等の指定管理者として

の業務や港湾幹線道路料金徴収業務等の港湾施設の管理業務を受託するなど多角的な事業を展開

している。 

当年度決算においては，旧神戸タワーサイドホテルの運営者の経営破綻に伴う未収賃料を約 

1 億 2,000 万円の貸倒損失として処理したことに加え，神戸ポートタワーの大規模改修を行った

ことによる積立金の取り崩しや本市からの改修資金借入金の増など，協会の財政は非常に厳しい

状況となっている。 

また，今後は，神戸海洋博物館の開館 25周年（平成 24年度）に向けたリニューアルも予定さ

れており，契約更新の決まった「カワサキワールド」との連携をはじめ，タワーやホテルとの一

体的なプロモーションの実施等により，一層の収益拡大を図られたい。さらに，平成 22 年度から

は，引き続き，須磨ヨットハーバー等の指定管理者となっていることから，新たな利用者の勧誘

による収益増や，一層の運営経費の見直し等により，収支改善に取り組まれることを希望する。 
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凡     例 

 

 １ 文中で用いる金額は，原則として千円の位以下を省略し，万円単位で表示している。 

 ２ 各表中の金額は，原則として百円の位を四捨五入し，千円単位で表示している。したが

って合計と内訳の計が一致しない場合がある。 

 ３ 各表中の比率は，百分率で表示し，小数点以下第 2位を四捨五入している。したがって

合計と内訳の計が一致しない場合がある。 

 ４ 各表中の符号の用法は，次のとおりである。 

   ｢0｣及び｢0.0｣ --------該当数値はあるが，単位未満のもの。 

              対前年増減額及び率の場合は，零を含む。 

   ｢－｣ ----------------該当数値なし，算出不能又は無意味のもの。 

   ｢ほぼ皆増｣ ----------増加率が 1,000％以上のもの。 

 ５ 文中及び各表中でいう消費税とは「消費税」および「地方消費税」をいう。 
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